
社協だよりたく
201３.12 No.８1

記念講演

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
三
日
㈯
中
央
公
民
館
に
お
い
て

「
第
一
回
多
久
市
社
会
福
祉
大
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

如意輪寺　原口元秀　住職
にょ　い　りんじ 日本赤十字社の釜・活動パネル展示

福祉作業所等の販売ほたる文庫作品西渓中・中央中　作品

多数の方の参加ありがとうございました

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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―
多
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
―

　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
三
日
（
土
）
多

久
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
福
祉
の
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
十
九
名
の
方
を
表
彰

し
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
個
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

〈�

永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
〉

　

鳥　

越　

節　

子
（
渋
木
）

　

吉　

浦　

敏　

子
（
別
府
三
区
）

　

土　

橋　

哲　

也
（
駄
道
）

　

相　

浦　

封　

哉
（
長
尾
）

　

太
郎
浦　

義　

人
（
笹
原
）

　

河　

内　

澄　

子
（
板
屋
下
）

　

百　

枝　

直　

人
（
谷
）

　

南　

里　

平
太
郎
（
荕
原
）

　

藤　

原　

キ
ク
ヨ
（
中
多
久
二
区
）

〈�

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
関
係
団
体
と

し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
〉

　

高　

山　

憲　

一
（
多
久
原
）

　

川
内
野　

久　

男
（
東
町
）

　

陣　

内　

照　

代
（
石
州
分
）

〈�

永
年
に
わ
た
り
福
祉
施
設
職
員
と
し
て

施
設
福
祉
の
向
上
に
寄
与
〉

　

秀　

島　

サ
カ
枝
（
東
町
）

〈�

永
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
〉

　

江
里
口　

淑　

乃
（
古
賀
山
）

〈�
永
年
に
わ
た
り
寝
た
き
り
家
族
を
介
護

さ
れ
た
功
績
〉

　

古　

川　

サ
ダ
子
（
渋
木
）

　

吉　

谷　

須
恵
子
（
古
賀
一
区
）

　

林　

口　

節　

子
（
古
賀
一
区
）

　

梶　

原　

隆　

子
（
番
所
）

　

濱　

㟢　

光　

子
（
四
下
）

表彰
　おめでとうございます

―
九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会
会
長
表
彰
―

〈
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
〉

　

池　

田　
　
　

洋

　

瀬　

山　

興　

元

―
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
―

〈
永
年
勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
〉

　

南　

里　

惠
美
子

	

―
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
―

　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
五
日
（
金
）

　
　
　
　

日
比
谷
公
会
堂
（
東
京
）

〈
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
〉

　

南　

里　

惠
美
子
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H25.10.26～27赤い羽根赤い羽根 ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました共同募金共同募金

わくわくドキドキボランティア体験スクール
H25.8.5､8.7

24時間テレビ36チャリティー募金 H25.8.25

朗読ボランティアひまわりの会の報告

　子ども達の夏休み期間である８月
５日（月）、７日（水）の２日間にかけ
て『わくわくドキドキボランティア
体験スクール』を開催しました。市
内小学校の４年生から６年生１３名の
児童が手話、高齢者疑似体験、老人
保健施設「やすらぎ」施設見学、盲
導犬等について身を持って体験を行
いました。この事業は、ボランティ
ア育成事業の赤い羽根共同募金の配
分事業として運営を行っております。

　８月２５日（日）悪天候の中、フードウェ
イ多久店にて、チャリティー街頭募金を
実施しました。お寄せいただきました
募金は、「２４時間テレビチャリティー委員
会」を通じ、福祉車両の贈呈や地球環境
保護支援などのさまざまな活動に役立て
られます。皆様の温かいご支援とご協力
を頂き、誠にありがとうございました。

　１０月２６日（土）、２７日（日）多久聖
廟周辺で開催された「第４３回多久
まつり」に於いて、ふれあい広場
（赤い羽根イベント募金）を実施
し、ボランティアの皆さんによる
募金活動をしました。募金に御協
力を頂きました皆様、たくさんの
善意ありがとうございました。

　（公財）車両競技公益資金記念財団の助
成金により、デージ－録音機やパソコン
等を購入しました。今後は、テープのみ
ならずＣＤに吹き込むことができるよう
になりましたので地域活動が更に発展で
きるよう充実した活動を目指して行きた
いと思います。

80,315円募金総額

79,647円募金総額

ちっちゃい手で大きいやさしさ、
ありがとう

盲導犬歩行体験 手話で自己紹介ができたよ 高齢者疑似体験

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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無料送迎バスの運行日無料送迎バスの運行日無料送迎バスの運行日

無料バス送迎日には西多久幡船の里より
新鮮な野菜･団子など多数出店されます｡
どうぞご利用下さいませ。

•月１回医師による健康相談
•健康増進にヘルストロン（有料）
•サークル
囲碁､将棋､カラオケ､オカリナ､リズ
ムダンス､詩吟など

４日(水）

５日(木）
19日(木）
26日(木）

岸川､四下､立山､前田方面
高木川内､明佐､栄町､番所､
横柴折､荕原､砂原方面
東多久方面
メイプルタウン、大工田方面
南多久方面

12月の むつみ荘

むつみ荘での催し物

お風呂でゆったり
　　　　スッキリ！
(午前９：30～
　午後３：00まで)

年末年始休館のお知らせ
平成25年12月29日（日）

平成26年１月５日（日）
まで休館します

▼

だ
よ
り

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
む
つ
み
荘
」

多久市老人クラブ連合会
によるボランティア活動

Ｈ25.10.５

きれいになりました
ありがとう
ございました

むつみ荘内の除草を
していただきました

＜問い合わせ先＞　多久市シルバー人材センター　☎75－4787

元

気
なシ

ルバーさ

ん大募集中です!

あなたの技術を
シルバー人材センターで
活かしてみませんか？

まかせ　　とけ！
まだ
まだ

　で
きま
す！

多久市シルバー人材センターだより多久市シルバー人材センターだより
会員
募集中

平成25年10月31日に「シルバーの日」ボランティア清掃活動を行いました

　多久市シルバー人材センターでは、毎年10月の全国一斉『シルバー人材センター事業普及啓発促進月間』
に基づき、地域のボランティア清掃活動を行っております。この日は、約50名の会員の皆さんが、多久市内
小中学校３校と荕原公民館、鬼子母神周辺に於いてさわやかな汗をかきながらボランティア清掃活動を行い
ました。

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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ケアマネジャーシリーズ

　認知症の人に対して、音楽を使ったリハビリテ―ションが行われて
います。音を聞いたり、簡単な楽器を演奏したりすることは、脳への
刺激になり認知症のリハビリテ―ションに効果があるとされています。

音楽のチカラ
音楽を使った認知症のリハビリテーション

（参考資料「東京法規出版」より）　居宅介護支援事業所　☎75-3593

好きな曲を聴いて
気持ちが明るくなる

リズムに合わせて
体を動かしたくなる

カラオケで
ストレス解消を

静かな音楽で
安眠効果

「懐かしい音楽」は、
「思い出」になる

1

2

3

4

5
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（

）順
不
同
・
敬
称
略

訪 問 介 護 事 業 所
　社協の方でお世話に
なる事になりました。
　沢山の利用者の方々
に出会っていろんな所
に訪問させて頂き、
日々頑張ってます。
 よろしくお願いしま
す。

　最初は不安だったヘルパーの仕事も先輩の
方々からのアドバイスに助けられ３ヵ月を過
ぎました。
　利用者さんは私にとって人生の大先輩です｡
　訪問していると色々な面で教わる事も多々
有ります。
　「ありがとう」「美味しかったよ」の言葉
を励みに又、出会いを大切にこれからも頑
張っていきたいと思います。新郷　昭子 鶴羽　達子

3,395,１５０円
　５月から１０月にかけて、日本赤十
字社の社費を納入いただき、誠にあ
りがとうございました。
　国内外の自然災害、医療救護、青
少年赤十字活動の支援など数々の人
道的事業に役立たせていただきます。

　児童の健全育成と安全祈願のため

平成２５年１１月５日（火）荕原公民館

広場にて鬼子母神祭を行いました。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
自

‥

平
成
二
十
五
年
六
月
一
日

　
至

‥

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

　
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
次
の
方
が
た
か
ら
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
香
典
返
し
寄
附

東
多
久
町
〈
裏
納
所
〉
下
村
辰
幸
、
七
浦
繁
雄
、
七
浦
繁
美

〈
大
門
〉
松
尾
幸
子
〈
古
賀
一
区
〉
坂
口
康
子
〈
古
賀
二
区
西
〉

冬
野
キ
ク
ヨ
〈
古
賀
平
〉
沼
田
義
昭
、
川
久
保
安
雄
〈
古
賀
三

区
〉
松
瀬
康
子
〈
別
府
一
区
〉
古
島
百
代
、
大
西
正
宏
〈
別
府

三
区
〉
小
園
陽
子
、
國
信
和
子
〈
羽
佐
間
〉
小
路
英
毅
、
井
島

勝
良
、
蓑
田
和
彦
、
松
本
節
子
〈
平
和
町
〉
𠮷
田
實
雄
、
髙
木

清
　
南
多
久
町
〈
天
ヶ
瀬
〉
桃
﨑
寿
朗
〈
瓦
川
内
〉
中
島
美

津
広
〈
長
尾
〉
野
口
昌
英
〈
西
ノ
谷
〉
田
中
幸
夫
、
村
岡
豊
一

郎
、
笹
川
孝
男
〈
上
田
町
〉
久
我
ミ
ヤ
〈
牟
田
辺
〉
北
島
研
治
、

七
田
和
樹
〈
桐
野
〉
原
口
友
良
〈
谷
下
〉
𠮷
田
陽
子
〈
笹
原
〉

服
部
直
美
〈
田
柄
〉
橋
本
義
弘
　
多
久
町
〈
東
の
原
〉
西
村

美
保
子
、
𠮷
永
ツ
ギ
エ
〈
西
の
原
〉
山
田
ひ
さ
子
、
井
手
ツ
ヤ

子
〈
西
町
〉
永
井
忠
〈
東
町
〉
森
永
シ
ヅ
子
、
米
原
幸
子
〈
撰

分
〉
寳
藏
寺
ユ
キ
ノ
〈
栄
町
〉
金
山
和
洋
、
北
島
和
彦

西
多
久
町 

〈
藤
川
内
下
〉
川
浪
好
之
〈
宿
〉
坂
村
邦
子
〈
猪

鹿
〉
堤
満
子
〈
平
野
〉
梶
原
ミ
ホ
子
　
北
多
久
町
〈
相
の
浦
〉

高
塚
ト
シ
子
〈
申
川
内
〉
永
石
喜
八
〈
松
ケ
浦
〉
岸
川
紀
浩
〈
岸

川
〉
田
中
ア
サ
代
〈
四
下
〉
船
津
宗
雄
〈
多
久
原
〉
野
田
美
惠
、

塚
原
八
重
子
、
大
石
七
郎
〈
中
の
原
〉
古
賀
正
義
〈
山
犬
原
〉

副
島
ケ
サ
ヨ
、貞
松
政
文〈
小
侍
〉田
中
一
茂
、瓦
田
勇
人〈
荕
原
〉

藤
井
廸
格
、飯
笹
直
博
、古
場
正
敏
、西
村
澄
子
〈
高
木
川
内
〉

平
川
拓
実
、
永
川
降
子
、
松
尾
苑
幸
、
高
祖
シ
ヅ
エ
〈
立
山
〉

柴
田
須
美
枝
〈
中
多
久
一
区
〉
谷
口
幸
子
〈
中
多
久
二
区
〉
瓜

生
勝
己
〈
浦
山
〉
𠮷
村
福
代
、
馬
場
健
二
、
江
里
口
光
枝
、
矢

間
律
男
〈
自
由
ヶ
丘
〉
田
久
保
瞳
〈
泉
町
〉
佐
藤
革
治
、
西
山

清
子
、
諸
冨
美
幸
〈
メ
イ
プ
ル
タ
ウ
ン
〉
舩
山
カ
ズ
子

市
外 

福
地
洋
子
、
宮
原
雅
登

鬼子母神祭日赤社費総額 福  祉  機  器
無料貸与事業

▲本覚寺住職

▲双葉保育園園児

「
社
協
だ
よ
り 

た
く
」
賛
助
広
告
募
集
中

　在宅の高齢者及び障害者等に

無料で福祉機器を貸出します。

　ただし、介護保険に認定され

ている方は介護保険が優先です。

品　目 貸与期間

介護用ベッド
６ヶ月
ただし更新有車椅子

歩行器

貸し出し中
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◆
発
行
所　

多
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
７５

－

３
５
９
３
）

　
　
　
　
　

多
久
市
北
多
久
町
大
字
小
侍
４５

－
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